
再評価結果（平成１８年度事業継続箇所）
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事業名 事業 事業
主要地方道 沖縄嘉手納線 区分 地方道 主体 沖縄県

お き な わ か で な

起終点 自： 沖縄市知花 延長
ち ば な

至： 沖縄市白川 ２．７６km
しらかわ

事業概要
主要地方道沖縄嘉手納線は、嘉手納町と沖縄市を結ぶ延長約６．３ｋｍの主要な幹線道路であり、周辺

に広大な米軍基地が立地するこの地域で唯一の東西横断道路であることから、自動車交通が集中し、慢性
的な交通渋滞を引き起こしている。
本道路を４車線に拡幅することにより交通渋滞の緩和を図り、沖縄自動車道へのアクセス性の向上や重

要港湾中城湾港（新港地区）との連携強化を図り、地域の活性化及び産業振興を図るものである。
Ｈ８年度事業化 Ｈ 年度都市計画決定 Ｈ９年度用地着手 Ｈ９年度工事着手

（Ｈ 年度変更）
全体事業費 約６４億円 事業進捗率 ７３％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ２８，０００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １１/６９億円 ６５１/６５１億円 平成１７年（事業全体）

億円 走行時間短縮便益：650/650億円９．４ 事 業 費：9/68
億円 走行費用減少便益：-3/-3億円（残事業費） 維持管理費：2/1

交通事故減少便益：4/4億円６０．３
事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（旅行速度の改善が期待される）
・国土・地域ネットワークの構築（日常活動圏中心都市（沖縄市）へのアクセス向上が見込まれる）
・個性ある地域の形成（特別立法に基づく事業である）
関係する地方公共団体等の意見
沖縄市は渋滞緩和のために早期整備を望んでいる。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
中城湾港新港地区において、特別自由貿易地域が指定され、立地企業数が増加している。さらに、新港

地区周辺に大型店舗が進出している。当該路線に道の駅「かでな」ができ観光拠点となっている。
事業の進捗状況、残事業の内容等
用地取得率が９２％、整備率が７９％となっている。
用地買収、補償交渉、改良工事等が残っている。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
一部において、用地補償交渉が難航し期間を要したが、地権者との調整が完了する予定である。
平成２１年度までに用地取得を終了し、平成２２年度に工事を完了させ供用の予定である。

施設の構造や工法の変更等
事業完了が間近であることなどから特に変更等は行っていない。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性はあると考えられる。
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